
 

 

部活動に熱中!･･･６月の活躍！ 

◆第 15回 雲南市・飯南町総合体育大会  

 

  

  

 6月12日～14日にかけて、

雲南市内を会場に市町総体

が行われました。日頃の練習

の成果を試すともに、この夏

の県総体の出場権をかけて

生徒達は真剣にそれぞれの

試合に挑みました。 

三刀屋中学校では、「部活動に熱中しよう」というキャッチフレーズを掲げています。心身の発達著しいこの時

期に、部活動を通して個性をのばすとともに礼儀や感謝の気持ち、チームワークの大切さを学ぶことはたいへん

意義深いことです。もちろん誰もが勝利をめざして頑張りますが、その過程や悔しい敗戦からも多くのことを学

び人生の糧になると考えています。各部活動チーム・個人とも持てる力を出し切り、苦しい場面や勝負所を粘り

強く頑張る姿にエールを送った大会となりました。各会場には保護者の皆様をはじめ、地域の皆様にも駆けつけ

ていただき熱いご声援をいただきましたことお礼申しあげます。 
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◆大会結果（敬称略） 

■女子バレー部（数字はセット） 

  ＶＳ大東中 ０－２ ● 、ＶＳ木次中 ０－２ ● 、ＶＳ加茂中 １－２ ●（予選リーグ 4位） 

■ソフトボール部（数字は得点）：三刀屋・木次合同チーム（数字は得点）→ 県総体出場！ 

  ＶＳ大東・佐田中 ０－７●、ＶＳ加茂中 １－７● …3 位！ 

■柔道部（団体の数字は勝者数）→ 団体および個人全員が県総体出場！ 

 団体：VS掛合中B３－２○、VS加茂中０－３●、VS掛合中A２－３●…3位！ 

  個人：60ｋｇ級 景山大誠…2位！50kg級 森山倖聖…3位！ 

■剣道部（団体の数字は勝者数）→ 団体および個人の６名が県総体出場！ 

  団体：ＶＳ木次中 １－２ ● 、ＶＳ大東中 ０－２ ● 、ＶＳ加茂中 ０－３ ●  …４位！ 

  個人：…ベスト１６！：香月琉志、名原琉晟、古瀬篤弥、武繁遼人、森山礼菜、陶山 一 

■バスケットボール部（数字は得点）→ 県総体出場！ 

  ＶＳ木次中 68－33 ○ 、ＶＳ大東中 63－53 ○ 、ＶＳ加茂中 67－32 ○ …優勝！ 

  （＊４年連続地区大会優勝） 

■野球部(数字は得点)  

  ＶＳ加茂中 ０－１● 

◆雲南市連合音楽会…吹奏楽部が出場しました！ 

  6月 11日加茂のラメールで、恒例の市小中学校音楽祭が開催されました。吹奏楽部 40名が「吹奏楽のための

木挽歌」「A Whole New World」「アララの呪文」の 3曲を演奏しました。はつらつとした中学生らしさと迫力

のサウンドで会場の聴衆を魅了しました。 

 

◆雲南市中学校陸上競技大会…各種目で入賞！…走・跳・投に活躍！！！ 

 6月 18日に、第 15回雲南市・飯南町中学校陸上競技大会が大東ふれあい運動場陸上競技場で開催され、18 名

の選手が各種種目に出場し、活躍しました。 

 種目別入賞者（敬称略） 

  1年男子１００ｍ：1位…森山大地、4位…今岡煌喜   

2年男子１００ｍ：6位…岡田太陽 

  3年男子１００ｍ：3位…平井斗真   

2・3年女子８００ｍ：1位…佐藤鈴音、2位…細木茜里 

  1年１５００ｍ：1位…片寄晃生、3位…佐藤敦成   

全学年女子走り幅跳：5位…宮内 凛 

  全学年男子砲丸投げ：4位…景山大誠、5位…白名潤生 

  全学年男子４００ｍリレー：5位…伊藤奏人、安部詫杜、渡部恭輔、平井斗真 



◆各部キャプテンから一言！  

 ■吹奏楽部：景山 桜  

   出雲地区吹奏楽祭や雲南市連合音楽会ではお客さんに楽しんでいただけるよう精一杯演奏しました。これ

からも指導してくださる先生方やいつも支えてくださる保護者の皆様、地域の皆様への感謝を忘れず、夏の

コンクールに向けて日々の練習に励んでいきたいと思います。 

■美術部：内田 惇之亮 

   私たち美術部は、19名で活動しています。1・2年生は公民館より依頼を受けた「民話紙芝居」の製作に取

り組んでいます。3 年生は夏休みの「ポスターコンクール」に向けて作品を仕上げています。一人一人が作

品と真剣に向き合い制作に励んでいます 

 ■バスケットボール部：伊藤 奏人  

   市総体では、負けそうになった場面もありましたが、気力で 4年連続の優勝を勝ち取ることができました。

市総体で見つかった課題をこれからの練習で修正していきたいと思います。そして、県総体では目標のベス

ト 8入りが達成できるように頑張ります。 

 ■ソフトボール部：富田 美伽  

   市総体では、大東・佐田中、加茂中と対戦しました。残念ながら 2試合とも敗れ悔しい結果となりました。

残り約 1か月、7月の県総体と 8月の中国大会でいい試合ができるよう、これからの練習を頑張っていきた

いと思います。 

 ■剣道部：古瀬 篤弥  

   市総体では団体戦は、残念ながら 4位という結果でした。練習ではみんなで励まし合って頑張ってきたの

でとても悔しい思いが残りました。この悔しさを晴らすため、一つ一つの練習をこれまで以上に大切にし、

7月の県総体の団体戦・個人戦では、力の限り頑張って悔いのない大会にしたいと思います。 

 ■柔道部：景山 大誠  

   今回の市総体では、3人で団体戦に挑み、4チーム中 3位になることができました。しかし、勝てる試合を

逃してしまい、まだまだ力不足を感じました。7月の県総体では、今回の反省を生かし、3人が目標を持ち精

一杯練習を頑張り臨みたいと思います。皆さんの応援をよろしくお願いします。 

 ■野球部：渡部 恭輔 

   市総体では、加茂中に０－１で敗れ、残念ながら県優勝野球大会への出場は叶いませんでした。「野球が好

き。絶対勝ってやる。」という気持ちが相手の方が強かったんだと思いました。来年のチームにはぜひ県大会

に出場してほしいと思います。そのために、僕たち３年生は、在学している期間で新チームにいろいろなこ

とを教え伝えていきたいと思います。たくさんの方々応援ありがとうございました。 

 ■バレーボール部：堀江 日呼 

   私たちバレー部は1年前までは少ない人数で頑張っていまし

た。去年から部員が増えたお陰手三刀屋中学校単独でチームが

組めるようになりました。負け続けでしたが、練習試合もたく

さんして総体に臨みました。大会では予選リーグで１セットと

りもう少しで勝利をつかむところまでいきました。残念ながら

１勝もできず、決勝トーナメント出場できませんでした。悔し

い思いが残りましたが、新チームにはこれからたくさん練習をし

て、勝てるチームになるよう頑張ってほしいと思います。 

県総体・コンクールに向けて「熱い夏」が続き来ます！ 

お宝…絵画「土に還る」…玄関ホール 音楽室前 
渡部 俊美（わたなべ としみ）さん 

第１８期（昭和51年3月）卒業生 



「今月の隆博士」永井隆博士のスピリッツにふれる 

今年度も月に 1回ですが、永井隆博士の生きざまや精神にふれ、考える機会を設けています。永井隆博士の残

された「はがき」などを読んで、それぞれが感想を書く時間です。郷土の偉人の生き方に学び、平和と隣人を愛

する「志高き三刀屋中生！」となってほしいと思います。５月は「立身出世」「志」をテーマに取り上げました。

生徒の感想の一部を紹介します。 

 ・努力して「鯉のように勉強や運動をして出世しましょう」といわれているので、自分も頑張りたい。 

 ・幼なじみの友達に宛てたはがきですが、豊かな表現の絵もすてきです。ふるさとや幼なじみの友達を大切に 

する博士の思いが伝わります。 

 ・努力すればきっと大人物になれるという博士の思いが込められています。 

 ・「財バツもなく、門バツもなく、唯、自力のみをもって勉強一途今日に至りました」から手紙に込められた博

士の色々な思いを感じることができます。 

  

「Volunteerボランティア」 頑張っています！ 

「うん何屋？」でのスタッフのサポート 

 6 月 2 日アスパルで、幼児や小学生を対象にし

た「お仕事体験イベント」でスタッフのサポートに

9名が参加しました。 

「市民演劇」公演での会場スタッフ 

 6 月 2 日チェリバ・ホールで上演された市民演

劇のスタッフとして、7名が会場整理やグッズ販売

などを行いました。ご褒美に無料で観劇をさせてい

ただきました。 

 

学校医：陶山 紳一朗先生「島根県学校保健会表彰」を受賞 

 平成 5年度より、本校の学校医として、生徒の健康診

断をはじめ健康管理と健康教育に尽力いただき、学校保

健の推進向上と生徒の健康の保持増進に貢献されたこ

とが受賞理由です。おめでとうございます。 
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